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１．はじめに 

 日本においてこれまでに展開されてきた地域循環共生圏の先行事例に関する包括的調査

に加え，いくつかの事例に対する現地聞き取り調査等の詳細調査を通じて，①科学的根拠

に基づいて地域資源の再評価を行うための手法開発と，②社会条件の戦略的整備をしつつ

事業の改良・スケールアップ・新規展開をするための手法開発を行う。具体的には①では

住民たちの話し合いプロセスについて，データの関係性やネットワーク構造を柔軟に表現

でき、複雑なデータ間の関係性を分析・可視化するグラフデータベース（AWS）支援システ

ムを開発して，成功事例を分析し，科学的にマンダラを描く方法を提案する。②ではスマ

ートで低炭素な地域社会の構築に成功している地域の分析をサスティナビリティ・トラン

ジションの理論に基づいて行い，成功プロセスの再現性について考察する。それにより，

地域循環共生圏事業が，背後の社会条件の新たな活用を伴いつつ発展的に継続していくた

めの方法論の確立を目指す。  

 

２．分析方法 

科学的根拠に基づいて地域資源の再評

価を行うための手法としての，グラフデ

ータベースの概念図を図1に示す 1)。この

手法は，データの関係性やネットワーク

構造を柔軟に表現でき、複雑なデータ間

の関係性を分析・可視化するのに適して

いる。本システムを用いることで，マン

ダラ作成の際に，柔軟性，リアルタイム，

データの可視化，拡張性，管理のしやす

さなどの利点を利用することができる。  
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図 1 グラフデータベースの概念図  



社会条件の戦略的整備を

しつつ事業の改良・スケー

ルアップ・新規展開をする

ための手法として，トラン

ジション・マネジメントが

ある。図2は同手法の基礎と

なるマルチ・レベル・パー

スペクティブ(MLP)2)の考

え方である。外生条件の変

化に対して，ニッチなイノ

ベーションとしての新しい

取り組みが，レジームの変

容を伴いながら主流化していくことを示しており，このプロセスが円滑に進行するように

トランジションをマネジメントする必要がある。  

 

３．分析結果 

グラフデータベースの評価検証静岡

県富士市と千葉県木更津市を対象に実

施しており，現在クラウドデータベー

ス支援による地域循環共生圏の新たな

デザイン方法論の実用化をめざしたフ

レームワークを開発している。図3は，

岡山県西粟倉村のトランジション・プ

ロセスを図示してる。このプロセスは

MLP の考え方と一致していることが

読み取れる。  
 

４．結論 

これらの手法を，佐賀県鹿島市，沖縄県宮古島市，静岡県富士市における地域循環共生

圏の取り組みについても適用し，新たな地域づくりの方法論の確立を目指す。  
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図 2 マルチ・レベル・パースペクティブ (MLP)の考え方  
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図 3 岡山県西粟倉村のトランジション・プロセス  


